
きり絵作家プロフィール
みとま　まゆこ

東京都出身。94年に札幌へ移り住む。切り絵のほかにもさま
ざまな作品を手がけている。97年には切り絵作家「三苫　麻
由子」として個展を開催。さらに江差町、留萌市など道内
各地で交流を深める作品を発表。03年、京都で個展を開催。

今月の表紙

／目／次／

7月号

北海道遺産「北海幹線用水路」を活かした地域づくりフォーラム
緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を受けた
「北見市相内町町内会連合会」
第53回北海道開発技術研究発表会
㈶北海道開発協会長賞・協会長奨励賞受賞論文のご紹介
平成22年度地域活性化活動助成の選考結果

北海道の戸建住宅及び集合住宅における
犯罪誘発空間の調査研究
～北欧デンマークに倣う自然監視型住環境に向けて～

藤森　　修
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地域資源のトータルプロデュース
「言葉の重み」と「心の引力」

地域ブランドづくりのためのデザイン・ＩＴ活用ガイドの概要
及川　雅稔
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レポート

後藤　健市
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モビリティ・マネジメントの
実践例①　自治体：帯広市・当別町 伊地知　恭右

視点論点
“ふれあう”体験・交流型観光プログラムで、
北海道の強みを活かす
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鈴木　宏一郎

　寄稿

ＩＴ新時代、モバイルを活用した地域づくり
佐々木身智子／藤原　道朗／細野　昌和／村木　伸隆／武邑　光裕
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座談会

❶総務省「ユビキタス特区」事業・札幌市大通地区次世代ワンセグ実証実験
札幌総合情報センター株式会社
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❷モバイル・ゲームコンテンツを販促ソフトに活用
有限会社エルイーディー
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❸直売所の欠品をなくしたモバイル活用「これだすシステム」
ニセコビュープラザ直売会
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　事例レポート

農商工連携フォーラム「ビジネス農力を伸ばせ！」
北海道農業への期待～農業のビジネス化へ向けて～

なら

行政情報

経済産業省北海道経済産業局産業部産業振興課
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札幌の夏の風物詩
豊平川花火大会
　札幌の市街地を縦断する母なる川、豊平川。
両岸には緑地が整備され市民の憩いの場になっ
ています。ここを舞台に、札幌の夏の風物詩とし
て市民や観光客に愛されているのが、豊平川花
火大会です。かつては3つの花火大会が行われ
ていましたが、2010年は1つに。道新・UHB花
火大会は7月23日㈮19時40分から約1時間、豊
平川南大橋と幌平橋の間の河川敷で開催（荒
天時は7月26日に延期）されます。豪快なワイド
スターマインや趣向を凝らした創作花火など約
4,000発の花火が、札幌の短い夏の夜空を華や
かに彩ります。地下鉄南北線中島公園駅、幌
平橋駅、中の島駅下車、徒歩約5分。お問合
せは北海道新聞社事業局（Tel 011-210-5723、
平日9時30分～17時30分）。

第7回


